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家
畜
と
し
て
の
牛
に
は
役
牛
、肉
牛
、

乳
牛
な
ど
が
い
ま
す
。日
本
で
も
戦
前
は
、

農
耕
や
運
搬
な
ど
に
盛
ん
に
役
牛
が
活

躍
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
で
は
、そ
う

し
た
風
景
は
あ
ま
り
見
な
く
な
り
ま
し

た
。家
畜
以
外
の
牛
に
は
野
牛
、水
牛
な

ど
が
い
ま
す
。牛
が
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ

た
の
は
、新
石
器
時
代
あ
た
り
が
起
源
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。日
本
で
も
縄
文
時
代

に
牛
が
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。牛
車
は
平
安
貴
族
の
乗
り
物
で
、

今
も
ひ
な
祭
り
の
ひ
な
壇
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
牛
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
は
、牧
場
の
風
景
に
良
く
似
合
う
白

と
黒
の
乳
牛
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。ま
た
、年
賀
状
な
ど
の
干

支
の
イ
ラ
ス
ト
に
登
場
す
る
の
は
茶
色

●「熊山遺跡を探る会」開催
　11月22日（土）、熊山遺跡（国指定史跡・奥吉原）
周辺で、熊山遺跡群調査・研究会が、「熊山遺跡を探
る会」を初めて開催しました。
　当日は市内外から約60人が参加。同研究会の岡
野進副会長の説明に熱心に耳を傾けていました。

今
年
は
丑う
し

年

　
牛
は
、十
二
支
の
二
番
目
、偶ぐ

う

蹄て
い

目
反は

ん
す
う芻
類
ウ
シ
科
の
動
物
で
す
。

胃
が
四
つ
あ
っ
て
反
芻
す
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
牛
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

人
と
の
付
き
合
い
が
長
い
牛
は
、こ
と

わ
ざ
に
も
よ
く
登
場
し
ま
す
。よ
く
知
ら

れ
て
い
る
の
は「
食
事
し
て
す
ぐ
寝
る
と

牛
に
な
る
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。昔
は

行
儀
の
悪
い
子
を
し
か
る
と
き
に
親
が

こ
の
言
葉
を
よ
く
使
っ
た
も
の
で
す
。で

も
最
近
は
、食
後
に
慌
て
て
動
く
よ
り

も
、少
し
休
ん
だ
ほ
う
が
消
化
に
も
よ
い

と
い
わ
れ
、こ
の
言
葉
は
あ
ま
り
聞
か
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

牛
は
よ
く
馬
と
比
較
さ
れ
ま
す
。「
馬

に
交
じ
り
た
る
牛
」は
、能
力
が
劣
っ
た

も
の
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。「
馬

に
乗
ら
ね
ば
牛
に
乗
れ
」は
、次
善
の
策

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。ど

う
や
ら
こ
と
わ
ざ
上
で
は
、牛
は
馬
に
ひ

け
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
「
牛
歩
戦
術
」は
、牛
が
の
ろ
い
こ
と
か

ら
き
た
も
の
。「
牛
の
よ
だ
れ
」は
、だ
ら

だ
ら
し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

「
商
い
は
牛
の
よ
だ
れ
」と
い
う
言
葉
も

あ
り
、細
く
長
く
辛
抱
す
る
の
が
良
い
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

今
年
の
丑
年
は
、モ●

ウ●

烈
に
頑
張
る

も
よ
し
、の
ん
び
り
と
反
芻
し
な
が
ら
過

ご
す
の
も
よ
し
、角
は
突
き
合
わ
さ
ず
に
、

仲
良
く
行
き
た
い
も
の
で
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

赤
磐
市
長
　
荒
嶋
　
龍
一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。赤
磐
市
が
誕
生
し
、四
年
目
の

新
年
を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
四
年
間
、赤
磐
市
で
は
、旧
町
間

の
垣
根
を
な
く
し
、地
域
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
一
体
感
と
和
の
あ
る
行
政
を
念

頭
に
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
い
っ
そ
う
、安
心
し
て
、健
や

か
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、平
成
十
八
年
度
に
定
め

た「
赤
磐
市
総
合
計
画
」で
描
い
た
ま
ち

づ
く
り
を
、市
民
の
皆
様
の
お
力
を
い
た

だ
き
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
は
将
来
に
わ
た
る
財
政
基
盤
の

安
定
と
、就
労
の
場
の
確
保
を
推
進
す

る
た
め
企
業
誘
致
を
進
め
、赤
坂
地
域

や
熊
山
地
域
な
ど
に
優
良
企
業
の
立
地

が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
一
方
で
、

行
財
政
改
革
を
進
め
、確
固
た
る
財
政

基
盤
を
構
築
し
つ
つ
、福
祉
・
医
療
・
農

林
業
・
商
工
業
・
観
光
・
教
育
な
ど
の
充

実
を
図
り
、積
極
的
な
市
政
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、赤
磐
市
は
、豊
か
な
自
然

と
歴
史
、文
化
が
調
和
し
た
う
る
お
い
あ

ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。こ
の
赤
磐
市
が
持
つ

豊
か
な
財
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
、行
政
と
市
民
の
英
知
と

力
を
結
集
し
た「
市
民
の
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

赤
磐
市
議
会
議
長
　
小
引
　
美
次

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
平
素
よ
り
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

赤
磐
市
は
合
併
四
年
目
を
迎
え
、地

域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
を
図
る
た
め
の
各
種
施
策
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
の
財
政
が
厳
し
い
中
、各
種
施
策

を
推
進
す
る
上
で
行
財
政
改
革
を
実
施

し
、市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
議
会
改
革

の
推
進
を
図
り
、議
員
定
数
を
次
回
選

挙
よ
り
二
十
二
人（
前
回
二
十
六
人
）と

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
員
一
人
一
人
が
、一
層
の
努
力
と
研

さ
ん
を
重
ね
、市
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
な
ど
議
会
と
し
て
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
の
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
、時
代
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
て
市
政
に
反
映
し
、

「
活
力
あ
る
、住
み
よ
い
、住
み
た
い
、赤

磐
市
」を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　9月から11月にかけて、市内の中学2年の生徒が地
域の事業所に出向いて3日間の職場体験活動を行う「岡
山チャレンジ・ワーク14」が実施されました。仕事の内
容の大変さに驚きながらも、充実感のある時間を過ごす
ことができ、自分の将来を具体的に考えるきっかけとし
て、忘れられない経験になりました。生徒の頑張ってい
る姿と感想の一部を紹介します。

チャレンジ・
ワーク14

自分たちの将来の
道しるべに

岡
山



岡山チャレンジ・ワーク
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　ゴミス
テーショ

ンを８０
カ所以上

まわり、重
い生

ゴミをパ
ッカー車

に積むの
が大変で

した。最
後に

不法投棄
パトロー

ルをし、
１時間ゴ

ミを集め
まわ

ったら、な
んと３袋

いっぱい
も集まり

ました。大
変

でしたが
ゴミを減

らせてよ
かったで

す。ゴミを
処理

するのは
こんなに

も大変だ
というこ

とが学べ
まし

た。また
、不法投

棄などが
予想以上

に多く、自
分も

ポイ捨て
はしない

ようにし
たいと思

いました
。

　初めはわからないことばかりで、お店の方にも迷惑をかけました。でもお店の方は、私が何度聞いても、そのたびに優しく丁寧に教えてくださいました。私は必死にいろんなことを覚えようと頑張りました。そのおかげで働くことの大変さを学びました。お客様の家に荷物を届けたり、ラッピングをしたりしました。お客様に荷物を届けたら感謝の言葉をいただき、とてもうれしかったです。これこそが仕事の楽しみではないだろうかと思いました。　私もそんな仕事にめぐり合いたいです。

　2日目
に「すみれ

組」の担
任になり

ました。お
やつ

タイムが
あったり

、トイレタ
イムが１

日に４回
あった

りします
。トイレタ

イムは大
変だった

けど、終わ
るた

びに園児
が「お姉

ちゃん、
ありがと

う」「手伝
ってく

れてあり
がとう」と

言ってく
れたのが

とてもう
れし

かったで
す。ほかに

も何か手
伝うと、そ

のたびに「
あ

りがとう
」と言って

くれまし
た。職場

体験を通
して

私が学ん
だことは

礼儀の大
切さです

。「すみれ
組」

の園児に
言われた

「ありが
とう」とい

う言葉を
大切

にしたい
です。

　僕たちは和気駅であいさつの大切さと掃除の大
切さを学んできました。あいさつの大切さは、お客
様への対応にもつながってきます。目上の人には
あいさつの仕方や言葉の使い方は特に大切だとい
うことを学びました。
　この3日間の職場体験を通して、僕たちは社会性
がわかりました。ここで学んだことをこれからに生
かしていきたいです。

　職場に
入って、自

分にまか
されたこ

とを一つ
や

り遂げる
ことがで

きたとい
うことが

心に残り
まし

た。ロボ
ットの操

作がとて
も楽しか

ったので
印象

に残って
います。前

日と同じ
ような内

容でした
が、

前日より
作業が早

くなって
いました

。間違い
も少な

くなって
いました

。でも、ロ
ボット操

作は、一
歩間違

えれば大
変なこと

になるこ
とも知る

ことがで
きま

した。

挑
戦

僕
た
ち
、私
た
ち
の

　
　
　
　
仕
事
体
験
記
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三
月
六
日（
金
）で
任
期
満
了
と
な
る
赤
磐

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を
二
月
一
日（
日
）告

示
、二
月
八
日（
日
）投
票
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
、午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
投
票
場
所

　

旧
町
単
位
の
選
挙
区
選
挙
で
す
。投
票
日

ま
で
に
入
場
券
を
お
送
り
し
ま
す
。入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ

い（
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、投
票
記
載
台

の
氏
名
掲
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。あ
ら
か
じ
め
投

票
す
る
人
の
氏
名
を
確
認
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
）。

■
選
挙
区
お
よ
び
定
数

選
挙
区

区
　
域

定
　
数

第
一
選
挙
区

旧
山
陽
町

八
人

第
二
選
挙
区

旧
赤
坂
町

五
人

第
三
選
挙
区

旧
熊
山
町

六
人

第
四
選
挙
区

旧
吉
井
町

六
人

■
投
票
で
き
る
人　

　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一日
に
確
定
し
た
赤

磐
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。立
候
補
予
定
者
、ま
た
は
そ
の
代

理
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時　

一
月
十
三
日（
火
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～

▽
場　

所　

赤
磐
市
役
所 

二
階
大
会
議
室

■
告
示・立
候
補
届
出
受
付

▽
日　

時　

二
月
一
日（
日
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

▽
場　

所

　

○
第
一
選
挙
区（
赤
磐
市
役
所
）

　

○
第
二
選
挙
区（
赤
坂
支
所
）

　

○
第
三
選
挙
区（
熊
山
支
所
）

　

○
第
四
選
挙
区（
吉
井
支
所
）

■
投
票
の
方
法

　

投
票
は
、投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
き
、

本
人
が
投
票
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、特
別

の
事
情
が
あ
る
人
は
、通
常
の
選
挙
と
同
様
に
、

「
代
理
投
票
制
度
」「
郵
便
等
投
票
制
度
」「
期

日
前
投
票
制
度
」「
不
在
者
投
票
制
度
」が
利

用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、郵
便
投
票
制
度
は
、通
常
の
選
挙
の

投
票
証
明
書
と
は
別
に「
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
郵
便
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、期
日
前
投
票
は
、二
月
二
日（
月
）か
ら

二
月
七
日（
土
）ま
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
八
時
ま
で
次
の
場
所
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
第
一
選
挙
区
…
赤
磐
市
役
所
一
階
第
一
会

議
室（
旧
山
陽
町
の
人
の
み
）

○
第
二
選
挙
区
…
赤
坂
支
所
一
階
市
民
コ
ー

ナ
ー（
旧
赤
坂
町
の
人
の
み
）　　

○
第
三
選
挙
区
…
熊
山
支
所
一
階
ロ
ビ
ー

（
旧
熊
山
町
の
人
の
み
）

○
第
四
選
挙
区
…
吉
井
支
所
一
階
ロ
ビ
ー

（
旧
吉
井
町
の
人
の
み
）

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
１

赤
磐
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

四
月
十
六
日（
木
）で
任
期
満
了
と
な
る
赤

磐
市
長
お
よ
び
赤
磐
市
議
会
議
員
の
選
挙
を
三

月
二
十
二
日（
日
）告
示
、三
月
二
十
九
日（
日
）

投
票
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

議
員
定
数
の
改
正
に
よ
り
、今
回
の
選
挙
か

ら
、選
出
す
る
議
員
の
定
数
は
二
十
六
人
か
ら

二
十
二
人
と
な
って
い
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人　

　

次
の
全
て
の
用
件
に
該
当
す
る
人
が
投
票
で

き
ま
す
。

①
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
人（
平
成
元
年
三
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②
市
外
か
ら
の
転
入
者
の
場
合
、平
成
二
十
年

十
二
月
二
十
一日
ま
で
に
赤
磐
市
に
転
入
届

出
を
し
て
い
る
人

③
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
赤
磐
市
に
住
所
を

有
し
、か
つ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。立
候
補
予
定
者
、ま
た
は
そ
の
代

理
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時　
一
月
二
十
八
日（
水
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～

▽
場　

所　

赤
磐
市
役
所 

二
階
大
会
議
室

■
告
示・立
候
補
届
出
受
付

▽
日　

時　

三
月
二
十
二
日（
日
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

nformation
市 政 だ よ り

▽
場　

所　

赤
磐
市
役
所 

二
階
大
会
議
室

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間
お
よ
び
時
間

　

三
月
二
十
三
日（
月
）～
三
月
二
十
八
日（
土
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時

▽
場　

所　

赤
磐
市
役
所
お
よ
び
各
支
所

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
は
、三
月
二
十
五
日（
水
）ま
で
に
、投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
を
す
れ
ば
、自
宅
で
郵
便
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
交
付
の
要
件
は
、身
体
の

障
害
の
程
度
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。交
付
を
希
望
す
る
人
、有
効
期
限
が
切
れ

る
人
は
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

■
投
　
票

▽
日　

時　

三
月
二
十
九
日（
日
）

　

午
前
七
時
～
午
後
八
時

▽
場　

所　

市
内
二
十
九
投
票
所

■
選
挙
会（
開
票
）

▽
日　

時　

三
月
二
十
九
日（
日
）

　

午
後
九
時
二
十
分
～

▽
場　

所

　

赤
磐
市
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館

※
市
長・市
議
選
挙
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、「
広
報

あ
か
い
わ
三
月
号
」に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
１

三
月
二
十
九
日
は

赤
磐
市
長
・
赤
磐
市
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
す

～
選
び
ま
す  

市
の
未
来
を
託
す
人
～



笹岡公民館

南左古田口

北左古田上

北左古田
今井

軽部保育園

赤坂中学校前

ツルの湯前

南左古田口

北左古田上

北左古田
今井

軽部保育園

赤坂中学校前

ツルの湯前

一
月
か
ら
市
民
バ
ス
運
行
の
一
部
を
変
更

　
　
　
〜

北

佐

古

田

線

の

試

行

運

行

ほ

か

〜
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赤
磐
市
自
治
連
合
会（
山
本
雅
堂
会
長
）で
は
、十
一

月
二
十
日
に
自
治
会
代
表
者
十
八
人
と
荒
嶋
市
長
ら

が
参
加
し
、兵
庫
県
豊
岡
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

と
シ
イ
タ
ケ
栽
培
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
豊
岡
市
は
、国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物・コ
ウ
ノ
ト

リ
が
自
然
放
鳥
さ
れ
、人
里
で
野
生
復
帰
を
目
指
す
世

界
的
に
も
例
の
な
い
壮
大
な
取
り
組
み
を
実
践
。コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
あ
る
祥
雲
寺
地
区（
自
治
会
）で
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
と
も
に
暮
ら
し
て
行
く
た
め
の
田
園
自

然
再
生
を
軸
と
し
た
環
境
創
造
型
農
業
の
展
開
に
よ
る

水
田
魚
道
設
置
、生
き
物
の
逃
げ
場
所
設
置
、生
物
調

査
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、そ
の

状
況
の
研
修
が
で
き
ま
し
た
。

　
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
研
修
で
は
、豊
岡
市
の
中
学
校
跡

地
を
活
用
し
て
の
最
新
技
法
に
よ
る
栽
培
状
況
の
現
状

を
視
察
。

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
育

成
に
地
区
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

素
晴
ら
し
い
」「
ま
ち
づ

く
り
と
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
姿
勢
が

大
変
参
考
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
、市
内
の
各
自
治
会

代
表
者
の
情
報
交
換

に
も
つ
な
が
り
有
意
義

な
視
察
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
現
在
十
四
路
線
で
市
民
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
が
、一
月
か
ら
次
の
と
お

り
北
佐
古
田
線
の
試
行
運
行
を
開
始
し

ま
す
。

　

ま
た
、ほ
か
の
路
線
で
は
利
用
者
な
ど

の
ご
要
望
を
も
と
に
運
行
路
線
や
停
留
所

の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

　
新
設
す
る
路
線 

■
北
佐
古
田
線 

　

和
気
町
福
祉
バ
ス
赤
坂
便
が

十
二
月
末
で
廃
止
さ
れ
る
た
め
、一

月
か
ら
小
型
バ
ス
に
よ
る
試
行
運

行
を
火・金
曜
日（
年
末
年
始
、祝

祭
日
は
除
く
）に
行
い
ま
す
。停
留

所
は
、ツ
ル
の
湯
前
以
外
は
従
来
の

停
留
所
を
使
用
し
ま
す
。詳
し
く

は
別
途
配
布
す
る
時
刻
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
変
更
の
あ
る
路
線

■
市
民
乗
合
タ
ク
シ
ー

　（
西
山・高
陽
南
線
）

　

山
口
地
内
の
桜
井
内
科
医
院
の

東
側
に「
山
口
東
」停
留
所
を
新
設

し
ま
す
。

■
市
民
乗
合
タ
ク
シ
ー

　（
高
陽
北
西・高
月
線
）

　

岩
田
地
内
の
集
会
所
に「
岩
田
集
会

所
」停
留
所
を
、町
苅
田
地
内
の
ザ
グ
ザ

グ
町
苅
田
店
南
側
に「
町
苅
田
東
」停
留

所
を
新
設
し
ま
す
。

■
石
蓮
寺
線

　

岡
地
内
の
小
野
地
に「
小
野
地
」停
留

所
を
、大
畑
に「
大
畑
」停
留
所
を
新
設

し
ま
す
。な
お
、「
小
野
地
」で
乗
降
さ
れ

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
す
る
豊
岡
市
と

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
視
察

▶
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
館
長
か
ら
コ

　
ウ
ノ
ト
リ
自
然
飼
育
の
取
組
説
明

　
を
受
け
る
赤
磐
市
自
治
連
合
会

る
人
は
、運
行
日（
月・木
曜
日
）の
午
前
八

時
三
十
分
ま
で
に
熊
山
支
所
市
民
生
活

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、三
路
線
と
も
、変
更
に
よ
る
従

来
の
停
留
所
で
の
通
過
時
刻
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
企
画
課

　

☎（
９
５
５
）２
６
９
２

○
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課

　

☎（
９
５
７
）２
２
２
６

○
熊
山
支
所
市
民
生
活
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
１
４

赤磐市民バス 北佐古田線
運行路線図
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所在地・連絡先
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★草野仁さん講演会｢いつもチャレンジ精神で｣
　現在は、フリーのTVキャスタ
ーとしてTBS「世界ふしぎ発
見！」テレビ朝日「草野☆キッド」
等で活躍中の草野さんによる
講演会です。抜群の話術、鋭い
視点、溢れ出る好奇心が魅力の
草野さんの講演会へぜひお越
しください。
■日　時　２月１日（日） １４：00～１５：３０
■場　所　吉井公民館　　■定　員　350人
■入場料　５００円〈1月５日（月）から販売〉
　中央公民館・赤坂公民館・熊山公民館・吉井公民館・吉井
支所市民生活課・仁堀出張所で入場券をお求めください。

★パソコン講座
【各コース共通】
■申込期間　1月19日（月）～
　定員になり次第締め切ります。窓口で受講料を添えて申
し込みください。（電話での仮押さえなどはできません）
■対　象　一般　　■定　員　各回10人
■テキスト代　実費

『今さら聞けないワード復習講座』
　今さら聞けないワードのあんな事やこんなこと。簡単
なことから、ちょっとした使い方まで丁寧に教えます。
■日　時
　◦P1コース…２月17日（火） ９：００～１２：００
　◦P2コース…２月19日（木） １８：３０～２１：３０
■受講料　５００円

『今さら聞けないエクセル復習講座』
　今さら聞けない一般的なエクセルの使い方。集計表
やグラフの作成、忘れた基礎を復習してみませんか。
■日　時
　◦E1コース…２月１７日（火） １８：３０～２１：３０
　◦E2コース…２月19日（木） ９：００～１２：００
■受講料　５００円

『デジカメ画像編集入門講座』
　自分のデジタルカメラで撮った画像を、パソコンを
使って編集してみませんか。画像の取り込みから簡易
な編集までを学びます。
■日　時
　◦D1コース…2月24日（火）・2月26日（木）
　　９：００～１２：００
■受講料　1,500円（1コース2回分）

『パソコンセキュリティ講座』
　自分だけは大丈夫だと思うけど…？ 家庭のパソコ
ンには必要なの？ パソコンのセキュリティってどうい
う仕組みなの？ 分かりやすい説明でセキュリティの勉
強をしてみませんか。
■日　時
　◦S1コース…２月２４日（火）
　◦S2コース…２月２６日（木）
　　いずれも１３：３０～１６：３０
■受講料　500円

『パソコンでビデオ編集入門講座』
　パソコンを使って、自分だけのビデオを作製してみ
ませんか。（※使用ソフトはウインドウズ・ムービーメ
ーカーを予定しています。編集には用意した素材を使
用します。ビデオ映像を取り込む方法は説明のみにな
ります。）
■日　時
　◦V1コース…2月17日（火）・2月19日（木）
　　１３：３０～１６：３０
　◦V２コース・・・２月２４日（火）・２月２６日（木）
　　１８：３０～２１：３０
■受講料　1,500円（1コース2回分）

★ドキドキ講座『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する鳥につ
いて観察してみよう。
■日　時　１月２４日（土）　９：００～１１：００
■場　所　日古木大池（日古木） ※雨天中止
■内　容　水辺の鳥観察
■定　員　3０人　　　■参加費　無料
■申込期間　開催日前日まで

★講座の受け付けは、各館とも
　午前９：００からで、すべて先着順です。

吉井公民館主催講座

●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

中央公民館主催講座

熊山公民館主催講座
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　就労などにより、昼間に保護者がいない家庭の子どもたちが、安全で充実した
放課後を過ごせるよう、また、保護者が安心して就労できるようにするため、放課
後児童クラブをご活用ください。
　★対　象／小学校（低学年）児童
　★開所時間・利用料金など、クラブにより異なりますので、詳しくは下記まで
　　お問い合わせください。
　

クラブ名 住所・電話番号 問合せ・申込み・その他
山陽いろは児童センター
（山陽いろは保育園内）

下市411
☎955-0355 直接クラブへ

こくぶんじのびのびクラブ
（山陽国分寺保育園内）

穂崎780-1
☎086-229-2811 直接クラブへ

さんこう児童クラブ
（さんこう保育園内）

西中220-1
☎955-3517 直接クラブへ

サンサンキッズ
（山陽西小学校内）

山陽3-1
☎955-4233 直接クラブへ

さくらんぼクラブ
（あすなろ保育園内）

桜が丘西3-14-19
☎955-5665 直接クラブへ

いろは児童センター
（清風いろは保育園内）

桜が丘西6-10-21
☎955-3131 直接クラブへ

桜が丘児童センター
（桜が丘地域保育センター内）

桜が丘西8-15-2
☎955-5161 直接クラブへ

こめっこクラブ
（石相小学校内）

町苅田64
☎090-6430-7861

直接クラブ（指導員携帯）へ
石相・軽部・笹岡小就学児童が対象

とよたキッズクラブ
（豊田小学校内）

松木569
☎995-9978

直接クラブへ
入所説明会：2月10日（火）

いわっ子クラブ
（磐梨小学校内）

沢原55-1
☎995-3313

直接クラブへ
入所説明会：2月10日（火）［予定］

くまっこクラブ
（桜が丘小学校内）

桜が丘東6-756-1
☎995-2474

直接クラブへ
入所説明会：2月18日（水）11時20分〜

城南ふれあいクラブ
（吉井子育て支援センター内）

周匝1549
☎954-0721

吉井支所健康福祉課　☎954-1374
城南小学校へ就学の児童が対象

仁美ふれあいクラブ
（仁美保育園内）

仁堀中855
☎958-2255

吉井支所健康福祉課　☎954-1374
仁美小学校へ就学の児童が対象

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
、住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
度
は
、山
陽
連
合
町

内
会
地
域
の
盆
踊
り
で
使
用
す
る
太

鼓・ち
ょ
う
ち
ん・は
ん
て
ん・音
響
装

置
な
ど
の
備
品
の
整
備
が
行
わ
れ
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ・申
請
先

　
本
庁
市
民
生
活
部
協
働
推
進
室

　
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課

　（
電
話
番
号
は
十
八
ペ
ー
ジ
参
照
）

　 宝
く
じ
の
助
成
金
で

祭
用
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

安全で充実した
放課後を過ごそう！放課後児童クラブのご案内
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赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
を
受
賞

　

県
内
で
優
秀
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
と
し
て
永
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、今
年
度
、赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団（
神
崎
椙
本
部
長
）が
、岡
山
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰
の
市
町
村
団
体

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に

長
年
携
わ
り
、青
少
年
の
健
全
育
成

に
貢
献
い
た
だ
い
た
指
導
者
に
贈
ら

れ
る
感
謝
状（
十
五
年
表
彰
）の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
桜
が
丘
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

◦
熊
井　

芳
晴（
桜
が
丘
西
五
丁
目
）

◦
山
中　

修
二（
桜
が
丘
西
四
丁
目
）

◦
山
下　
　

潤（
桜
が
丘
西
六
丁
目
）

◇
山
陽
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◦
小
竹　

和
宏（
沢
原
）　　

第
十
八
回
岡
山
県
六
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会（
観
戦
無
料
）

　

小
学
生
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
選
手
が
各
部
に
分
か

れ
て
対
戦
し
ま
す
。

【
日　

時
】一
月
二
十
四
日（
土
）

　

午
前
九
時
〜

【
場　

所
】

　

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
主　

催
】岡
山
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

第
四
回
赤
磐
市
職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

【
開
催
日
】十
月
十
九
日（
日
）〜

　

十
一
月
二
十
一
日（
金
）

【
開
催
場
所
】桜
が
丘
野
球
場・赤
坂

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
多
目
的
広
場

【
参
加
チ
ー
ム
】八
チ
ー
ム

【
大
会
結
果
】　

◦
優　

勝
／
Ｊ
Ａ
岡
山
東

◦
準
優
勝
／
赤
磐
市
役
所
Ａ

◦
最
優
秀
選
手
／
岡
本　

勝
己

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ａ
岡
山
東
）

◦
優
秀
選
手
／
藤
原
由
起
夫

　
　
　
　
　
　
（
赤
磐
市
役
所
Ａ
）

第
五
回
赤
磐
市
職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球

山
陽
支
部
大
会

【
開
催
日
】十
月
二
十
日（
月
）〜

　

十一月
十
七
日（
月
）

【
開
催
場
所
】赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

　

多
目
的
広
場

【
参
加
チ
ー
ム
】十
二
チ
ー
ム

【
大
会
結
果
】

◦
優　

勝
／
ブ
ラ
ザ
ー

◦
準
優
勝
／
赤
磐
市
役
所
Ａ

第
四
回
赤
磐
市
親
善
卓
球
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
の
部
）

【
開
催
日
】十
一
月
二
日（
日
）

【
開
催
場
所
】

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館

【
参
加
人
数
】九
十
八
人

【
大
会
結
果
】

◎
一
般
男
子
の
部

◦
準
優
勝
／
福
田・西
垣

　
　
　
　
　
（
岡
山
商
科
大
学
）

◎
小・中
学
生
の
部

◦
第
三
位
／
森・山
本（
山
陽
卓
親
）

　

※
赤
磐
市
関
係
分
の
み
掲
載

第
二
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

【
日　

時
】二
月
十
五
日（
日
）

　

受
付
／
午
前
九
時
〜

　

開
始
／
午
前
九
時
三
十
分

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育

　

館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

【
種　

目
】ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

　

男
子
Ａ
級・Ｂ
級
、女
子
Ａ
級・Ｂ
級
、

　

男
女
Ｃ
級・Ｄ
級（
初
心
者
）

※
過
去
の
出
場
で
一
位
の
ペ
ア
ー
は
、

　

上
位
の
ク
ラ
ス
へ
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
参
加
対
象
】赤
磐
市
在
住・在
勤
者

【
参
加
費
】五
百
円（
中
学
生
以
下
は

　

無
料
）当
日
持
参

【
申
込
締
め
切
り
】

　

二
月
六
日（
金
） 

午
後
五
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

岡
部 

☎
０
９
０（
７
９
７
８
）１
１
１
２

【
申
込
書
提
出
先
】

◦
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所

　

FAX（
９
５
５
）０
５
０
７

ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
！

　

初
心
者
歓
迎
！
希
望
者
に
は
、初

心
者
を
対
象
に
し
た
ス
キ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
！

【
日　

時
】二
月
十
四
日（
土
）

　

午
前
六
時
半
〜
午
後
六
時

【
場　

所
】大
山
方
面（
積
雪
状
況
に

　

よ
り
変
更
あ
り
）

【
参
加
対
象
】赤
磐
市
在
住・在
勤
者

　

た
だ
し
小
学
校
三
年
生
以
下
は
、

保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

【
参
加
費
】

◦
中
学
生
以
上
…
三
千
五
百
円

◦
小
学
生
…
三
千
円

　
（
ス
キ
ー
場
で
の
昼
食・リ
フ
ト
代・

　

貸
ス
キ
ー
代
は
個
人
負
担
）

【
定　

員
】七
十
人（
先
着
順
）

【
集
合
場
所
】市
役
所
赤
坂
支
所

【
受
付
期
間
】一
月
五
日（
月
）〜

　

メ
ー
ル
で
受
け
付
け

【
申
込
内
容
】

　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、生
年
月

日
、レ
ン
タ
ル
の
有
無（
ス
キ
ー
ま
た

は
ボ
ー
ド・靴
サ
イ
ズ・身
長・ウ
ェ
ア
ー

サ
イ
ズ
）、教
室
参
加
の
有
無

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

◦
赤
磐
市
ス
キ
ー
協
会

　

akaiw
a_ski@

pv4.harenet.ne.jp

大
会
結
果

募
　
　
集

お
知
ら
せ
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か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

寒
さ
が
身
に
し
み
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、こ

の
季
節
に
流
行
す
る
も
の
と
い
え
ば
、か
ぜ
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。そ
こ
で
今
回
は
か
ぜ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
で
予
防
し
て
、楽
し
く
冬
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

【
普
通
の
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
違
い
】

　

か
ぜ
は
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・
せ
き
・
微
熱
な
ど
が
中

心
で
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
だ
ら
だ
ら
と
続
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、突
然
の
高
熱
・
節
々
の
痛
み
・
全

身
の
だ
る
さ
な
ど
で
始
ま
り
、せ
き
な
ど
は
あ
と
か

ら
追
い
か
け
る
よ
う
に
現
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。

　

か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、か
か
っ
た
人
の
く
し

ゃ
み
な
ど
で
飛
び
出
す
つ
ば
、し
ぶ
き
や
直
接
の
接

触
に
よ
っ
て
、の
ど
や
鼻
、目
な
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が

進
入
し
感
染
が
広
が
り
ま
す
。

【
日
常
生
活
で
予
防
で
き
る
こ
と
】

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
取
り
ま
し
ょ
う

　

体
力
を
つ
け
、抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で
感
染
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

②
人
ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
手
洗
い
と
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

手
洗
い
は
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
侵
入
の
機
会
を
少
な

く
し
ま
す
。せ
っ
け
ん
を
使
用
し
、流
水
で
洗
い

流
す
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

う
が
い
は
の
ど
を
清
潔
に
し
、粘
膜
を
滑
ら
か
に

し
て
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
侵
入
の
機
会
を
少
な
く
し

ま
す
。

④
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

【
豆
知
識
】

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、鳥
な
ど

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
鳥
か
ら
人
へ
の
感
染
な

ど
の
過
程
で
ウ
イ
ル
ス

に
突
然
変
化
が
起
こ
り
、

人
か
ら
人
へ
と
感
染
す

る
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に

な
り
、爆
発
的
に
感
染
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
き
る
準
備
、心
構
え
は
先
に
あ
げ
た
か
ぜ
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
が
基
本
で
す
。ま
た
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
注
意
と
し
て
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
ま
れ
に
人
へ
感
染
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、弱
っ
た
り
死
ん
で
い
る
野
鳥
に
は
む

や
み
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　血液は生きた細胞です。そのため、人工的に作ることも、長い期間にわたって保存することもできませ
ん。必要な血液を十分に確保しておくためには、絶えず誰かの協力が必要です。献血は皆さん一人一人
の善意のボランティア精神で支えられています。
　年末年始は特に400 献血が不足しがちですので1月は2回行う予定です。ご協力をよろしくお願い
します。

■対象者
　200 献血者は16歳から64歳まで。400 献血者は18歳から64歳まで。
　（※ただし60歳から64歳までの間に献血の経験がある人は、69歳まで献血が可能です）
■日程表
開催日 場　所 時　間
１月５日（月） 山陽マルナカ山陽店 10：00～12：30／13：30～16：00
１月13日（火） 山陽保健センター 10：00～12：00／13：00～16：00

【問い合わせ先】 岡山県赤十字血液センター ☎086（255）1211／本庁健康増進課

献血にご協力をお願いします
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00～18：00
　（中央図書館のみ木曜日は
　20：00まで開館）
★はじめて本をかりるとき…
　「利用者登録申込書」に記
　入し、図書館利用者カード
　をつくってください。（免許
　証・保険証など住所・氏名
　が確認できるものをお持ち
　ください。）　
※小学生以下は、保護者が申
　請してください。
★年末年始休館のお知らせ 
　市内全図書館とも12月28
　日から1月5日まで休館さ
　せていただきます。

日 月 火 水 木 金 土
　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

利用案内
1月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

■一般図書
　①『ホームレス中学生』
　　田村　裕／著
　　…………………………………112回
　②『容疑者Xの献身』
　　東野　圭吾／著
　　………………………………… 87回
　③『ダイイング・アイ』
　　東野　圭吾／著
　　………………………………… 73回

■児童図書
　①『かいけつゾロリちきゅうさいごの日』
　　原　ゆたか／作・絵
　　…………………………………100回
　①『かいけつゾロリの大金もち』
　　原　ゆたか／作・絵
　　…………………………………100回
　①『ミッケ！8 がっこう』
　　ウォルター・ウィック／写真
　　ジーン・マルゾーロ／文
　　糸井　重里／訳
　　…………………………………100回

■視聴覚資料
　①『となりのトトロ』
　　宮崎　　駿／原作・脚本・監督
　　………………………………… 62回
　②『パイレーツ・オブ・カリビアン』
　　ゴア・ヴァービンスキー／監督
　　………………………………… 51回
　③『ゲド戦記』
　　宮崎　吾朗／監督
　　………………………………… 49回

　赤磐市の歴史に関する図書や資料を並べ
ています。赤磐市の歴史を再発見してくださ
い。現在は、赤磐市の歴史年表と旧４町の代
表的な人物の紹介をしています。

歴史コーナー
新中央図書館紹介

■日　時／1月31日（土） 午後2時～3時
■場　所／中央図書館 多目的ホール
　紙芝居おじさんがやってくるよ♪昔ながら
の紙芝居の世界を楽しみましょう！

紙芝居おじさんがやってくる！

　蔵書点検のため２月２日（月）～２月６日
（金）の間、赤磐市内４図書館とも休館させ
ていただきます。本の返却は返却ポストをご
利用ください。

※赤磐市立図書館以外の図書館で借りた本
は入れないでください。

※ビデオ・DVD・CDは破損の恐れがあります
ので入れないでください。

　利用者の皆さんにはご迷
惑をおかけしますが、よろし
くお願いします。

臨時休館のお知らせ

　図書館ボランティアによる「おはなしかい」が
スタートします。どうぞお気軽にご参加ください。
■日　時
　○おはなしかい／毎月第1日曜日 午後2時～
　○民話の寺小屋／毎月第3日曜日 午後2時～
■場　所／中央図書館おはなしのへや

おはなしかいが増えます！

（11月1日～11月30日）
赤磐市立図書館 貸出回数ベスト3

■日　時／1月17日（土） 午後2時～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容
　『白雪姫（ディズニー名作）』（８１分）
　　女王に命をねらわれた白雪姫は、７人の

小人たちに助けられて楽しく暮らしていま
したが・・・

（先着100人）
きらり☆しあたー：子ども版



人hito
【永瀬清子の詩を読む㉒】
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一
つ
は
、市
内
の
児
童
生
徒
が
詩
に
親
し
む
様

子
や
詩
の
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
、「
第
七
回
永
瀬
清

子
賞
」入
賞
作
品
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
も
う
一つ
は
、今
回
ご
紹
介
し
た
詩「
熊
山
橋
を

渡
る
」を
は
じ
め
と
す
る
永
瀬
清
子
の
詩
を
題
材

に
赤
坂
い
き
い
き
女
性
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
手
に
よ
っ
て

布
絵
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。一
行
一
行
が
ど
の
よ
う

な
布
や
ス
テ
ッ
チ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
間
近

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
社
会
教
育
課
学
芸
員
　
白
根
直
子
）

▶
第
十
三
回
朗
読
会
チ
ラ
シ

◇「
光
っ
て
い
る
窓
」展

　

朗
読
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
随
筆
集『
光
っ

て
い
る
窓
』を
中
心
に
永
瀬
清
子
の
詩
作

の
原
点
を
み
つ
め
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　

三
月
二
十
九
日（
日
）ま
で

【
場　

所
】

　

永
瀬
清
子
展
示
室

　
（
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
階
）

◇「
詩
創
作
教
室
」展

　
「
第
七
回
永
瀬
清
子
賞
」作
品
募
集
に

関
連
し
、赤
磐
市
内
の
小
中
学
校
を
対
象

に
詩
創
作
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。石
相

小
学
校
、笹
岡
小
学
校
、豊
田
小
学
校
、磐

梨
小
学
校
、桜
が
丘
小
学
校
、吉
井
中
学

校
の
六
校
で
開
催
し
た
様
子
を
中
心
に
展

示
し
ま
す
。

◇「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」布
絵
展

　

赤
坂
い
き
い
き
女
性
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
永

瀬
清
子
の
詩
を
題
材
に
制
作
し
た
布
絵
を

展
示
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　

二
月
一
日（
日
）～
二
月
二
十
八
日（
土
）

【
場　

所
】

　

熊
山
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

☎（
９
９
５
）１
３
６
０

熊
山
橋
を
渡
る

　
―
一
九
四
八
年
一
月
十
四
日
―

あ
た
ら
し
い
熊
山
橋
は

茫ぼ
う
と
白
く
宙
に
う
か
ん
で
い
る

空
は
星
に
あ
ふ
れ
て
い
る
が

西
の
天
末
に
は
ま
だ
猫
眼
石
い
ろ
の
光
が

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
に

か
な
た
の
半
球
の
あ
か
る
み
を
投
げ
あ
げ
て
い
る

そ
こ
に
山
々
は
く
っ
き
り
と
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
り

稜
線
の
み
で
何
を
か
語
ろ
う
と
波
う
っ
て
い
る
。

そ
し
て
空
気
に
は
昼
間
の
ぬ
く
み
が

移
り
香
の
よ
う
に
た
だ
よ
う
て
い
る
。

私
は
不
思
議
な
花
道
を
辿
る
よ
う
に

今
こ
の
橋
を
わ
た
っ
て
村
へ
か
え
る

久
し
く
一
人
で
い
た
私
は

等
し
く
詩
に
執
着
す
る
人
々
に
今
日
逢
っ
た
。

年
経
て
も
な
お
惹ひ

き
合
う
そ
の
魅
力
の

あ
や
ま
た
ぬ
引
力
に
み
ち
び
か
れ
て
。

絃げ
ん
の
よ
う
に
張
り
き
っ
て
宙
に
う
か
ん
で
い
る
橋
よ

お
前
は
私
と
み
ん
な
を
つ
な
い
で
い
る
な

私
は
は
ず
む
指
の
お
の
の
き
を
お
さ
え
て
こ
こ
に
さ

し
か
か
る
。

あ
た
ら
し
く
再
び
一
人
に
な
る
た
め
に
。

そ
し
て
私
を
更
に
新
ら
し
く
充
分
に
み
た
す
た
め
に
。

西
空
の
い
ろ
は
も
う
ふ
か
い
プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ルュ
ー

そ
こ
に
一
き
わ
燃
え
た
つ
よ
う
に
木
星
が
輝
き

そ
の
光
は
は
る
か
河
下
の
水
面
に
映
り

そ
こ
で
再
び
炬た
い
ま
つ火
の
よ
う
に
燃
え
た
っ
て
い
る
。

渡
り
終
ろ
う
と
し
て
東
の
方
を
ふ
り
か
え
れ
ば

数
知
れ
ぬ
星
の
あ
ふ
れ

「
オ
リ
オ
ン
！
」

私
は
心
を
こ
め
て
そ
う
呼
ぶ

こ
の
橋
で
は
星
も
仲
間
の
よ
う
に
思
え
る

星
ま
ぶ
れ
の
熊
山
橋
！

い
ま
一
九
四
八
年
に
入
っ
た
ば
か
り

鳴
ろ
う
と
す
る
楽
器
の
よ
う
な
新
ら
し
い
年
よ

然し
か
し
お
前
は
何
か
よ
い
魔
力
を
そ
な
え
て
い
る
な

そ
の
一
卜
触
れ
で

忽た
ち
まち
私
は
去
年
逢
わ
な
か
っ
た
人
々
に
も
う
逢
っ
た
。

過
ぎ
る
年
押
し
流
さ
れ
た
こ
の
橋
も

今
ふ
た
た
び
渡
る
こ
と
が
出
来
た
。

お
前
は
力
の
あ
る
も
の
ら
し
い
な

複
雑
な
も
の
ら
し
い
な

熊
山
橋
を
わ
た
り
終
っ
て
そ
れ
を
信
ず
る
。

（『
永
瀬
清
子
詩
集
』

　
　
　
　
昭
森
社
　
一
九
六
九
年
五
月
）

　
二
月
十
五
日
に
開
催
す
る
第
十
三
回
朗
読
会

に
合
わ
せ
て
永
瀬
清
子
展
示
室
と
熊
山
公
民
館

で
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
詩
の
楽
し
み
方
は
書
い
た
り
読
ん
だ
り
絵
に
し

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
こ
で
熊
山
公
民
館
で

の
展
示
で
は
、市
内
の
二
つ
の
活
動
に
注
目
し
ま

し
た
。

第
十
三
回
朗
読
会

  

永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界

      

― 

光
っ
て
い
る
窓 

―

関

連

企

画

展



1
月

平
成

21年

Sunday 日
M

onday 月
T

uesday 火
W

ednesday 水
T

hursday 木
Friday 金

Saturday 土

★
1月

の
税・保

険
料

を
　

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

　
●

国
民

健
康

保
険

税
…

…
…

…
…

…
8期

　
●

介
護

保
険

料
…

…
…

…
…

…
…

…
8期

　
●

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

…
…

…
7期

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

2月
2日

ま
で

●
初

日
の

出
イ

ベ
ン

ト
　（

熊
山

山
頂・石

蓮
寺・竜

天
天

文
台

）
　

※
情

報
ボ

ッ
ク

ス
参

照
　

　（
12月

号・1月
号

）

●
市

役
所

仕
事

始
め

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
14日・21日・28日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
幼

稚
園・小

学
校・中

学
校

　
始

業
式

●
育

児
相

談
　

受
付

時
間

９：４５
～

１０：３０
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

人
権・行

政
相

談
　

10:00～
12:00

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13:00～
16:00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
交

通
安

全
日

●
お

は
な

し
か

い
　〔

17日・24日・31日
も

開
催

〕
　

10：30～（
中

央
図

書
館

）
●

ブ
ッ

ク
ん

の
お

は
な

し
か

い
　〔

24日・31日
も

開
催

〕
　

10：30～（
赤

坂
図

書
館

）
●

お
は

な
し

会〔
毎

月
第

2土
曜

日
〕

　
１４：００

～（
吉

井
図

書
館

）

●
赤

磐
市

成
人

式
　

11：
00

～
　

(山
陽

ふ
れ

あ
い

公
園

総
合

体
育

館
）

●
た

ん
ぽ

ぽ
の

会
　

10：00～
11：００（

赤
坂

公
民

館
）

●
健

康
相

談（
吉

井
地

域
）

　
受

付
時

間
9：３０

～
１

1：0０
●

1歳
６ヵ

月
児

健
診

　
受

付
時

間
 12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

人
権・行

政・消
費

生
活

相
談

　
13:00～

16:00（
本

庁
2階

第１会
議

室
）

●
健

康
相

談（
山

陽
地

域
）

　
受

付
時

間
１３：３０

～
１４：３０

●
心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
山

陽
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

●
健

康
相

談（
赤

坂
地

域
）

　
受

付
時

間
9：３０

～
１

1：0０
●

乳
児

健
診

　
受

付
時

間
１２：４５

～
１３：１５

　
(山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　〔

毎
月

第
３

土
曜

日
〕

　
11:00～（

熊
山

図
書

館
）

●
き

ら
り

☆
し

あ
た

ー：こ
ど

も
版

　〔
毎

月
第

３
土

曜
日

〕
　

14:00～（
中

央
図

書
館

）
●

な
か

よ
し

市
　

10:00～
14：00

　（
大

苅
田

読
書

公
園

）

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
 ９

:０
０

～
１

７
:０

０
）（

●
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）　

㊡
＝

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

＜
注

＞
1月

18日
の

赤
磐

医
師

会
病

院
の

当
番

日
は

原
則

と
し

て
小

児
科

診
療

の
み

と
な

り
ま

す
。

このページは外してご利用ください。

㊩
戸

田
小

児
科

医
院

 ☎
９５５

-３１２１
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
９５４

-２０３２
●

岩
藤

胃
腸

科
外

科
歯

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

９５２
-１１６６

㊩
小

坂
内

科
医

院
 ☎

９５５
-３３４４

㊩
道

満
医

院
 ☎

９５７
-２１１１

●
岡

山
東

部
脳

神
経

外
科

東
備

クリニック
　

☎
９５２

-５２５２

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
９５６

-０７００
㊩

井
上

内
科

 ☎
９５４

-１９０２
●

う
え

お
か

内
科

医
院

　
☎

９５２
-５６６５

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５５

-７１１０
㊩

赤
磐

市
民

病
院

 ☎
９９５

-１２５１
●

鈴
木

医
院

 ☎
９５２

-０２０５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
吉

井
医

院
 ☎

９５５
-５５１５

㊩
桜

井
内

科
 ☎

９５７
-３０１２

●
岡

山
東

部
脳

神
経

外
科

東
備

クリニック
　

☎
９５２

-５２５２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
０８６

-２２９
-２６１１

㊩
越

宗
医

院
 ☎

９５７
-３０３５

●
間

阪
内

科
医

院
 ☎

９５２
-１７１７

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

　　
1　

元
旦

2
3

4
5

6
7

8
9

10

11
12　

成
人
の
日

13
14

15
16

17



●
消

防
出

初
式

　
10：00～

　
(山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
総

合
体

育
館

）
●

民
話

の
寺

小
屋

　
14：00～

　
(中

央
図

書
館

）

●
３

歳
児

健
診

　
受

付
時

間
１２：４５

～
１３：１５

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
春

の
家

相
談

室
）

●
健

康
相

談（
吉

井
地

域
）

　
受

付
時

間
9：３０

～
１

0：3０
●

2歳
６ヵ

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
 12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

人
権・行

政・障
害

者・心
配

ご
と

相
談

　
13:00～

15:00
　（

仁
美

農
村

振
興

セ
ン

タ
ー

）

●
健

康
相

談（
熊

山
地

域
）

　
受

付
時

間
9：３０

～
１

1：0０
●

離
乳

食
講

習
会

　
１０：００

～
１１：３０

　（
赤

坂
公

民
館

）

●
健

康
相

談（
熊

山
地

域
）

　
受

付
時

間
9：３０

～
１

1：0０
●

人
権・心

配
ご

と
相

談
　

13:00～
15:00

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19：00～
20：00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
交

通
安

全
日

●
定

期
救

急
講

習
会

　
９：００

～
１２：００

　（
赤

磐
市

消
防

本
部

２
階

会
議

室
）

●
た

ん
ぽ

ぽ
の

会
　

10：00～
11：００（

赤
坂

公
民

館
）

●
2歳

６ヵ
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
吉

井
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
紙

芝
居

お
じ

さ
ん

が
や

っ
て

く
る！

　
14:00～

15：00
　（

中
央

図
書

館
）

1
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
3

1
■

山
陽
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　平成20年分所得税・平成21年度市県民税（住民税）の申告時期が近づきました。
　今年の申告期間は、2月16日（月）～3月16日（月）です。申告の必要な人は、今から書類の準備をお進めください。なお、
市の申告相談日程表は、広報あかいわ《2月号》に掲載します。

◦申告にあたっては、次の点を厳守してください！！
◇土地建物・株式などの譲渡所得、先物取引による所得を申告される人、営業所得・不動産所得を申告される人、住宅借

入金等特別控除を申告される人、青色申告をされる人は、瀬戸税務署で申告をしてください。また、瀬戸税務署から別
に案内のあった人も、瀬戸税務署で申告をしてください。

◇農業所得・営業所得・不動産所得を申告される人は、必ず事前に「収支内訳書」を作成しておいてください。

《税務署の開設する確定申告会場》
　今年は、次の表のとおり会場が設けられます。土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日であり、申告相談も窓口での申告書
受け付けも行いませんが、2月22日・3月1日の日曜日に限り、ママカリフォーラムの申告会場で相談および受け付けを行
いますので、平日ご都合のつかない人は、そちらをご利用ください。
　申告書は、郵送または税務署の「時間外収受箱」への投函などによっても提出することができます。また、電子申告

（e-Tax）は、確定申告期間中24時間ご利用いただけます。
　なお、申告書の作成には、国税庁ホームページ（http://ｗｗｗ.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」をご活用くだ
さい！
　

内　　容 開　設　日 相談時間 会　　　場

還付申告 2月4日（水）～2月13日（金）
※ただし、土・日・祝日を除く 9：00～17：00

（受付は16時まで）

岡山市駅元町14番1号
ママカリフォーラム

（岡山コンベンションセンター2階）申告全般 2月22日（日）・3月1日（日）

申告全般 2月16日（月）～3月16日（月）
※ただし、土・日を除く

9：00～17：00
（受付は8：30～16：00）

岡山市瀬戸町瀬戸70
瀬戸税務署 ☎086-952-1155

◦平成20年中に満期や解約のあった生命保険や損害保険などはありませんか？
　これらは「一時所得」に該当しますので、場合によっては申告が必要です！
　

　▶ 一時所得の金額 ＝ 保険金の支払金額 － 必要経費（既払込保険料等） － 特別控除額50万円
　　　　　　　　　　　　　　　　※上記で算出した額の1/2が課税の対象となります

◦公的年金等以外に、個人で掛けておられる郵便局や農協・生命保険会社などの年金があるときは、「雑所得」として申告
の必要な場合があります。郵便局や農協・生命保険会社などから「年金支払のお知らせ」が届いていませんか？

　

　▶ 雑所得〈個人掛け年金〉の金額 ＝ 年金の支払金額 － 必要経費（年金の支払金額に対応する保険料）

◦遺族年金や障害年金などは非課税ですので、所得に算入する必要はありません。
　ただし、国民健康保険加入世帯や、後期高齢者医療保険被保険者（75歳以上の人）または介護保険第1号被保険者（65

歳以上の人）のおられる世帯の人で非課税所得のみの人は、「所得がない」ということを必ず「住民税申告」してください。
（下欄※印参照）

《国民健康保険税などに係る申告について》
　国民健康保険に加入されている世帯や、後期高齢者医療保険被保険者（75歳以上の人）または介護保険第1号被保険者

（65歳以上の人）のおられる世帯に属する人は、国民健康保険税や後期高齢者医療保険料、介護保険料の算定のため、所
得の多少にかかわらず申告をしてください。（＊ただし、収入が公的年金のみの高齢者などで、便宜上申告に代えて、社会保
険庁などから市へ送付される年金資料をもとに課税をさせていただく場合を除きます） 所得のない人も「所得がない」とい
うことを、必ず「住民税申告」してください！※
　国民健康保険税は、申告がなければ、税の減額要件に該当する場合でもその適用を受けられないことがありますので、く
れぐれもご注意ください！

ご注意下さい!!
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　国（所得税）から地方（住民税）への『税源移譲』にともない、平成20年度から「市県民税住宅借入金等特別税額控除（住
民税住宅ローン控除）」の制度が新たに設けられましたが、この控除の適用を受けるためには、毎年3月15日（※今年は3月
16日）までに「市県民税住宅借入金等特別税額控除申告書（住民税住宅ローン控除申告書）」を提出することが必要です！
　平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている人で、平成20年分の所得税から控除しきれない額が
あった人（＝所得税の額よりも住宅ローン控除可能額のほうが大きいという人）は、住民税住宅ローン控除の申告も忘れず
にしてください！
　給与収入（年末調整済み）のみで確定申告の必要のない人は「源泉徴収票（◎原本）」を、また、確定申告をされる人は「確
定申告書（控）の写し」を添えて、申告をしてください。
　申告書は、税務課に備え付けてあります。なお、総務省ホームページに「個人住民税住宅ローン控除申告書作成ツール

（Excel）」が掲載されています。たいへん便利ですので、ご活用ください！

　個人の市県民税（住民税）の納付方法には、次の2つがあります。

①給与所得者の場合、市町村から給与の支払者（勤務先の会社・事業所等＝特別徴収義務者）を通じて通知を行い、給与
の支払者が、年税額を6月から翌年5月の12回に分けて毎月の給与から天引きし、市町村へ納付する方法＝「特別徴
収」

②給与からの天引きができない場合（自営業や年金所得の人など）、市役所から直接送付される納付書や口座振替によ
って、第1期（6月）・第2期（8月）・第3期（10月）・第4期（12月）の4回に分けて納付する方法＝「普通徴収」

　これらの納付方法に加えて、平成21年度より『公的年金からの特別徴収』という納付制度が、新たに導入される
ことになりました。

◦ 『公的年金からの特別徴収』とは…？

◦65歳以上の公的年金等受給者（※当該年度の初日＝4月1日に、老齢基礎年金等を受けている人）が対象となります。

◦社会保険庁などの公的年金支払機関が「特別徴収義務者」となり、公的年金等に係る住民税（※給与所得などに係る
住民税は別途徴収します）を、老齢基礎年金等の対象年金から、年6回の年金支給のつど「天引き」することによって
徴収し、市町村へ納付する方法です（※ただし、当該年度の老齢基礎年金額が18万円未満である人など、対象となら
ない場合もあります）。

『公的年金からの特別徴収』は、平成21年10月支給分の年金から
実施されますので、あらかじめご了承ください！！

◇◆◇ 国民健康保険税の支払額通知書をお届けします!! ◇◆◇

　今年から、赤磐市国民健康保険に加入されている全世帯へ、前年中にお支払いただいた国民健康保険税の
額をお知らせする通知書をお送りします。
　今回は、平成20年中（平成20年1月1日〜同12月31日）の納付額を記載した通知書を、1月下旬に送付する
予定ですので、確定申告をするとき社会保険料控除として計上する場合などにご利用ください。
　なお、この通知書は再発行しませんので、お手元に届きましたら、大切に保管しておいてください。

住民税住宅ローン控除の申告をお忘れなく!!

住民税の納付方法に『公的年金からの特別徴収』が加わります!!
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◎電話番号一覧
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　◦行政改革推進室
　　☎９５５-1745
　◦市民課国保年金係
　　☎９５５-1113
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［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
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　　☎954-1374
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。

　

障
害
者
控
除
の
対
象
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、認
定

書
の
必
要
な
人
は
、本
庁
介
護

保
険
課
、各
支
所
健
康
福
祉
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先　
　

◦
本
庁
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

　

お
よ
び
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

四
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
の
支
払
い
方
法
を

　

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

昨
年
七
月
の
制
度
改
正
で
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
、

口
座
振
替
に
変
更
す
る
に
は
、一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、

四
月
か
ら
は
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、

希
望
す
る
人
は
口
座
振
替
に
変

更
で
き
ま
す
。該
当
者
に
は
、個

人
あ
て
に
一
月
中
旬
に
案
内
を

送
り
ま
す
の
で
、お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先　
　

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

　

お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課

　

お
む
つ
使
用
証
明
書
の

　

交
付
に
つ
い
て

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に

必
要
な「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

は
、次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、医
師
に
か
わ
っ
て

市
が
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。希
望
さ
れ
る
人

は
、本
庁
介
護
保
険
課
、各
支
所

健
康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

要　

件

◦
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者

で
、前
年
か
ら
引
き
続
き
お

む
つ
が
必
要
な
状
態
が
継
続

健
康
福
祉



農 業 委 員 会 委 員

　1月1日現在で選挙人名簿を調製するため、該当
の人は必ず申請してください｡
　なお、選挙人名簿の登載要件は、次の①～③の
すべてに該当する人です。
①平成21年1月1日現在、赤磐市に住所がある人。
②満20歳以上である人（平成元年4月1日以前に

生まれた人）
③平成21年1月1日現在で10㌃以上の農地を耕

作する農業経営者、およびその者と同居の親族
またはその配偶者で年間おおむね60日以上耕
作に従事していると農業委員会が認めた人。

■申請方法
　12月中旬に郵送の登載申請書に必要事項を記
入し、提出してください。該当する人で登載申請書
が届いていない人は、農業委員会事務局または各
支所に登載申請用紙がありますので記入し、提出
してください。
■締め切り日　1月9日（金）必着
■問い合わせ先
　農業委員会事務局（本庁産業振興課内）
　および各支所産業建設課

〔募集団地〕
　▶団地名／高浜（周匝1152）
　▶戸数／1戸　　▶規格／3ＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／1万2,200～2万200円

〔募集期間〕
　1月13日(火)～1月27日(火)

〔申込方法〕
　入居申込書の内容を確認しますので、入居申込

みは本人または家族の人が、所轄する吉井支所
へご持参ください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁建設課または支所

産業建設課へお問い合わせください。
〔問い合わせ・申し込み先〕
　吉井支所産業建設課

選挙人名簿への登載申請

赤 磐 市 営 住 宅
公 募 の ご 案 内
赤 磐 市 営 住 宅
公 募 の ご 案 内
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問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

〈
個
人
競
技
〉

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

お
よ
び
各
支
所
健
康
福
祉
課

〈
団
体
競
技
〉

◦
〒
７
０
０
―
８
５
７
０

　

岡
山
市
内
山
下
二
ノ
四
ノ
六

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
３

の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競

技(

オ
ー
プ
ン
参
加)

が
新
た

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

参
加
方
法

◦
個
人
競
技
・・・
市
役
所
・
各
支

所
へ
申
し
込
み

◦
団
体
競
技
・・・チ
ー
ム
ご
と
に

岡
山
県
へ
申
し
込
み

申
込
締
め
切
り
日

〈
個
人
競
技
〉

　

一
月
二
十
一
日（
水
）

〈
団
体
競
技
〉

　

二
月
二
日（
月
）

　

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
。年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　
一
月
二
十
五
日（
日
）

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
本
部　

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
締
め
切
り
日

　
一
月
十
日（
土
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

第
九
回
岡
山
県

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
「
輝
い
て
キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

　

出
場
者
募
集

　

第
九
回
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、四
月
か
ら
岡
山

県
陸
上
競
技
場
な
ど
各
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
対
象
者

　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現

在
で
、十
三
歳
以
上
の
身
体
障

害
者
、知
的
障
害
者
並
び
に
精

神
障
害
者
で
、岡
山
県
内
に
現

住
所
を
有
す
る
人
な
ど
で
す
。

実
施
競
技

　

個
人
競
技(

陸
上
競
技
な
ど

六
競
技
※)

、団
体
競
技(

車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
六

競
技)

、公
開
競
技（
車
い
す
テ
ニ

ス
な
ど
二
競
技)

※
今
大
会
よ
り
、精
神
障
害
者

募

集

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



日　　時 場　　所 相談内容 問い合わせ先

山 

陽 

地 

域

1月9日（金）
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
（１人３０分）
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎
※要予約

【無料法律】【人権】
本庁市民課

【行政】【消費生活】
協働推進室

【心配ごと】
社会福祉協議会山陽支所
☎955-8877

1月14日（水）
午後1時～4時

本庁２階
第１会議室

【人権】【行政】
【消費生活】

1月15日（木）
午後1時～3時

山陽総合福祉センター
１階相談室 【心配ごと】

赤 

坂 

地 

域

1月20日（火）
午後1時～3時 春の家相談室 【心配ごと】

【心配ごと】
社会福祉協議会赤坂支所
☎957-2334

熊 

山 

地 

域

1月9日（金）
午前10時～正午

熊山保健福祉
総合センター

【人権】【行政】 【人権】【行政】
熊山支所市民生活課

【心配ごと】
社会福祉協議会熊山支所
☎995-2336

1月23日（金）
午後1時～3時 【人権】【心配ごと】

吉 

井 

地 

域

1月21日（水）
午後1時～3時

仁美農村
振興センター

【人権】【行政】
【身体障害】【知的障害】
【心配ごと】

【人権】【行政】
吉井支所市民生活課

【身体障害】【知的障害】
吉井支所健康福祉課

【心配ごと】
社会福祉協議会吉井支所
☎954-2533

市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

相

談

お
知
ら
せ
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商
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

ノ
ウ
ハ
ウ
が
こ
こ
に
あ
る
…

　

二
つ
の
講
習
会
受
講
生
募
集

①『
デ
ジ
カ
メ
写
真
撮
影
の
体

験
型
基
礎
講
習
会
』

②『
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
作
成
の
体

験
型
基
礎
講
習
会
』

日　

時

①
一
月
二
十
三
日（
金
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

②
一
月
二
十
七
日（
火
）

　

午
後
六
時
～
八
時
三
十
分　

場　

所

　

①
②
と
も
に
桜
が
丘
い
き
い

　

き
交
流
セ
ン
タ
ー　

対　

象

　

事
業
者
、開
業
予
定
者

受
講
料

　

①
②
そ
れ
ぞ
れ
商
工
会
会
員

　

五
百
円
、非
会
員
二
千
円　

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
赤
磐
商
工
会

　

☎（
９
５
５
）０
１
４
４

　
一
月
五
日
か
ら

　

住
民
票
が
新
様
式
に

　

赤
磐
市
の
住
民
票
は
、こ
れ

　

資
料
館
講
座

◎
土
器
作
り

　

粘
土
を
こ
ね
て
土
器
を
作
り

ま
す
。

日　

時　
一
月
三
十
一日（
土
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場　

所　

山
陽
郷
土
資
料
館
集

　

合
後
、中
央
公
民
館
美
術
工

　

芸
室
へ

◎
土
器
焼
き

　

乾
燥
さ
せ
た
土
器
を
野
焼
き

で
焼
き
上
げ
ま
す
。

日　

時　

二
月
十
四
日（
土
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場　

所

　

山
陽
郷
土
資
料
館
集
合
後
、

桜
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

定　

員

　

三
十
人（
要
申
し
込
み
）

参
加
費

　

実
費
千
円（
二
講
座
分
）

対　

象　

小
学
生
以
上
～
一
般

※
土
器
焼
き
は
火
を
使
用
し
ま

す
の
で
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日

　
一
月
二
十
七
日（
火
）

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先　

◦
山
陽
郷
土
資
料
館

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　熊山山頂でよいお正月をお迎えください。
　「日の出を見る会」では、雑煮・焼きもち・甘酒を
400食用意しています。（雨天決行）

【日　時】1月1日（木） 午前7時～
【場　所】熊山遺跡管理棟
【問い合わせ先】
　管理棟　岡野　進　☎995-1816

　石蓮寺でよいお正月をお迎えください。
　「石蓮寺四季の会」では、甘酒・ぜんざいなどを用
意しています。（雨天決行）

【日　時】1月1日（木） 午前7時～
【場　所】石蓮寺みんなの森・石造十三重層塔
【問い合わせ先】
　石蓮寺四季の会「自然と親しみ自然と調和する
　生活をかんがえる」
　事務局　小野　信太　☎995-1785

熊山山頂でご来光を

石蓮寺みんなの森で迎えよう初日の出

◇
交
通
安
全
功
労
者

　
九
月
二
十
五
日（
木
）、交
通
安
全

功
労
者
等
の
表
彰
式
が
メ
ル
パ
ル
ク

岡
山
で
行
わ
れ
、次
の
個
人
・
団
体
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

〈
個 

人
〉

○
須
田
　
昭
明（
桜
が
丘
西
六
丁
目
）

○
大
石
　
惠
一（
弥
上
）

○
小
林
　
洋
子（
今
井
）

○
藤
原
　
孟
浩（
小
原
）

○
堀
木
千
代
子（
斎
富
）

〈
団 
体
〉

○
老
人
ク
ラ
ブ
山
陽
支
部
高
屋
福
壽
会

○
赤
磐
市
立
仁
美
小
学
校
児
童
会

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
敬
称
略

◇
環
境
衛
生
改
善
事
業
功
労

　
県
民
局
長
表
彰

　
十
一
月
十
七
日（
月
）、環
境
保
全

功
労
者
等
の
表
彰
式
が
岡
山
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、次
の
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
岡
野
　
　
進（
吉
原
）

○
大
石
　
惠
一（
弥
上
）

○
森
本
　
良
一（
酌
田
）

○
青
木
　
健
二（
円
光
寺
）

元　　旦　　行　　事
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ま
で
個
人
を
単
位
と
す
る
個
人

票
様
式
で
し
た
が
、一
月
五
日
か

ら
は
世
帯
を
単
位
と
す
る
世
帯

票
様
式
に
な
り
ま
す（
自
動
交

付
機
は
一
月
四
日
か
ら
稼
動
し

ま
す
）。

　

こ
の
世
帯
票
の
導
入
に
伴
い
、

住
民
票
に
最
大
五
人
ま
で
記
載

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

住
所
の
履
歴
が
必
要
な
場
合

な
ど
は
、今
ま
で
ど
お
り
個
人

票
を
発
行
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。使
用
目
的
に
合
わ
せ
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、自
動
交
付
機
か
ら
発

行
さ
れ
る
住
民
票
は
新
し
い
世

帯
票
の
み
に
な
り
ま
す
。個
人

票
様
式
の
住
民
票
は
窓
口
で
し

か
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課
お
よ
び

　

各
支
所
市
民
生
活
課

　

赤
磐
市
介
護
保
険
事
業
計
画

　

策
定
委
員
会
の
会
議
内
容

　

お
よ
び
開
催
の
予
定

◎
第
三
回
策
定
委
員
会　
　

　

十
一
月
十
九
日（
水
）に
開
催

し
た
会
議
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◦
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
素
案
に

つ
い
て

◦
介
護
保
険
料
の
検
討
に
つ
い

て
◎
第
四
回
策
定
委
員
会
の
予
定

日　

時　
一
月
二
十
八
日（
水
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～

場　

所

　

本
庁
一
階
第
一
会
議
室

※
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

◦
本
庁
介
護
保
険
課

　

社
外
人
材
の
風
が
会
社
を
変
え
る

　

新
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　

岡
山
商
工
会
議
所
で
は
、国

の
新
し
い
施
策
を
受
け
て「
新

現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」を

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

豊
富
な
技
術・ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
新
現
役
人
材（
大
企
業
な
ど

の
退
職
者
お
よ
び
近
く
退
職
を

控
え
た
シ
ニ
ア
人
材
）を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、経
営
を
支

え
る
人
材
が
不
足
す
る
中
小
企

業
な
ど
を
支
援
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、中
小
企
業
の
支
援
に
、

自
ら
の
経
験・知
識
を
生
か
し
て

い
た
だ
け
る「
新
現
役
人
材
」を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
新
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
岡
山

　

事
務
局（
岡
山
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
０
８
６（
２
３
２
）２
２
６
６

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

20年11月中 76 15 0 3 18 61 

19年11月中 68 28 0 5 28 40 

増          減 ＋8 -13 ±0 -2 -10 ＋21 

20年11月末 970 277 0 30 358 693 

19年11月末 991 297 2 34 361 694 

増          減 -21 -20 -2 -4 -3 -1 

■平成20年赤磐市交通事故発生状況（11月）
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（5）

0
（3）

0
（0）

0
（5）

0
（13）

6
（102）

49
（521）

5
（109）

10
（161）

70
（893）

東出
張所

0
（3）

0
（0）

0
（0）

0
（6）

0
（9）

4
（41）

14
（172）

6
（43）

2
（46）

26
（302）

北出
張所

0
（4）

0
（1）

0
（0）

0
（5）

0
（10）

1
（22）

9
（144）

2
（41）

2
（15）

14
（222）

計 0
（12）

0
（4）

0
（0）

0
（16）

0
（32）

11
（165）

72
（837）

13
（193）

14
（222）

110
（1417）

■平成20年赤磐市火災・救急発生状況（11月）

※（　）にあっては平成20年の累計を示す

　
四
月
一
日
採
用
の
臨
時・非
常
勤
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
保
育
士
、調
理
員（
臨
時
）

【
資
　
格
】

○
保
育
士
資
格
証
保
持
者

○
調
理
師
免
許
証
保
持
者

【
募
集
人
員
】若
干
名

【
受
付
締
め
切
り
】一
月
三
十
日(

金)

【
雇
用
場
所
】市
内
の
公
立
保
育
園　
　
　
　
　
　

【
雇
用
期
間
】四
月
一
日
～（
最
長
一
年
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

〈
教
育
委
員
会
〉

◇
校
務
員（
臨
時
）

【
資
　
格
】

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

【
勤
務
内
容
】学
校
の
用
務
全
般

【
勤
務
時
間
】一
日
八
時
間
、た
だ
し
勤
務
開
始
時
間

　
は
勤
務
先
に
よ
っ
て
異
な
る
。

【
募
集
人
員
】若
干
名

◇
学
校
図
書
館
司
書（
非
常
勤
）

【
資
　
格
】司
書
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

【
勤
務
内
容
】

○
学
校
の
図
書
室
の
運
営
・
管
理
に
関
す
る
業
務

○
児
童
生
徒
の
読
書
習
慣
の
確
立
に
関
す
る
業
務

○
基
本
的
に
二
校
を
勤
務

【
勤
務
時
間
】四
週
間
で
百
五
十
時
間
、た
だ
し
勤
務

　

開
始
時
間
は
勤
務
先
に
よ
っ
て
異
な
る
。

【
募
集
人
員
】若
干
名

◇
幼
稚
園
嘱
託
教
諭（
非
常
勤
）

【
資
　
格
】

○
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
幼
稚
園
の
免
許
状
を

有
す
る
人

○
学
校
教
育
法
第
九
条（
校
長
、教
員
の
欠
格
事
由
）

お
よ
び
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条（
欠
格
事
項
）

に
該
当
し
な
い
人

【
勤
務
時
間
】四
週
間
で
百
五
十
時
間
、た
だ
し
勤
務

　

開
始
時
間
は
勤
務
先
に
よ
っ
て
異
な
る
。

【
募
集
人
員
】若
干
名

◎
共
通
事
項

【
雇
用
場
所
】全
市
立
小
中
学
校
・
幼
稚
園

【
選
考
方
法
】課
題
式
小
論
文
・口
述
試
験

　

実
施
日
な
ど
後
日
連
絡

【
受
付
期
間
】

　
一
月
十
三
日（
火
）～
一
月
三
十
日（
金
）

【
応
募
方
法
】市
指
定
の
受
験

　

申
込
書
に
よ
り
提
出（
郵
送
可
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

【
郵
送
先
】

　

〒
７
０
９
―
０
８
１
６

　

赤
磐
市
下
市
三
三
七

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
宛
）
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食
育
ポ
ス
タ
ー・

　

標
語
展
開
催

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
で
は
、

食
育
や
基
本
的
生
活
習
慣
の
大

切
さ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
啓
発

し
て
い
く
た
め
、次
の
日
程
で

児
童
生
徒
や
保
護
者
が
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
の
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。学
校
給
食
週

間
に
ち
な
ん
だ
展
示
な
ど
も
行

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

展
示
期
間

　

一
月
二
十
三
日（
金
）～

　

一
月
二
十
八
日（
水
）

展
示
会
場

　

赤
磐
市
立
中
央
図
書
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

赤
磐
市
行
財
政
改
革

　

審
議
会
の
開
催
予
定

　

第
三
回
赤
磐
市
行
財
政
改
革

審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
一
月
二
十
三
日（
金
）

　

午
前
十
時
～

場　

所

　

本
庁
二
階
大
会
議
室

　

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
行
政
改
革
推
進
室

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

臨
時
・
非
常
勤
職
員
募
集



●豊かな生活のためにリサイクルが始まった
　江戸時代のリサイクルといえば、「すごく昔のこと
でリサイクルといっても貧しかったから仕方なくやっ
ていたのでは」と思いがちです。しかし、実際にはよ
り豊かな生活をしたいということからのようです。例
えば、元禄時代には、江戸庶民の間でその季節に取れ
た初物ブームが起こります。「初物を食べると75日長
生きをする」などといって、競って食べようとしました。
これに目をつけた農家の人は、1日でも早く野菜など
を生産しようと、生ごみや下肥（しもごえ：人の排せ
つ物）を肥料に使うことを考えつきました。そのため、
いい野菜・上等な野菜を作るために多くの肥料が必要
になり、農家の人はこぞって江戸の生ごみや下肥を欲
しがったそうです。

●江戸時代の修理業者
　農家の生ごみ堆

た い ひ か

肥化のほかにも、江戸時代にはさ
まざまなリサイクル業がありました。例えば、【鋳

い

か
け】鍋や釜などの底に穴があいて使えなくなったとき
に、修理してくれた。【下駄の歯入れ】下駄の歯の部分
が特に早くすり減るから歯の部分だけを入れ替えて
くれた。【研ぎ屋】包丁などの刃物を研いでくれた。

●江戸時代の回収業者
　【紙くず買い・紙くず拾い】古紙回収業者。伝統的
な和紙は、10㍉以上もの長い植物繊維でできてい

みんなで考えようリサイクル 江戸時代の
生活の知恵に学ぶ

て、添加物も入っていないのですき返しが容易でし
た。【古着屋】江戸時代までの日本では、布は綿や絹な
どすべて手織のため生産力が低く、非常に貴重品で
した。【灰買い】植物資源の最後の形である灰。江戸
時代は、この灰でさえ専門の灰集めがいてリサイクル

（灰はアルカリ質なので、これを植物の根を育てるの
に必要な肥料として利用したり、酒造や和紙の製造、
布の染色などに用いたりした）していたのだから、驚
きです。

●江戸時代のお買い物
　江戸庶民の買い物スタイルは容器持参の「量り売
り」が基本でした。冷蔵庫のない時代ですから必要な
ものを必要なだけ買うこととなり、また使い捨ての容
器もないので、何を買うにも容器持参はあたりまえで
した。
　昔と現代を見比べると、現代のほうがはるかに豊か
で便利であるのは間違いありません。しかし、大量生
産・大量消費・大量廃棄というライフスタイルは、豊か
になった反面、ごみ問題や環境破壊、食の安全などさ
まざまな問題を引き起こしています。現代と比べて、
電気のない不便な江戸時代の生活に逆戻りなんてと
てもできませんが、リサイクルを学ぶ上でぜひ知って
おきたい生活の知恵が隠されていると思いませんか。

（本庁環境課）

12
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
八
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



★こんな大きなサツマイモが出来ました
　大きい方が３,５９０㌘、小さいものが２，５１０㌘（かぼち
ゃの形をしています）。このいもが育ったのは、赤磐市
是里、平尾堅さんの畑です。
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十
月
二
十
六
日

（
日
）、山
陽
五
丁
目

集
会
所
お
よ
び
広
場
で

『
第
二
十
三
回
も
ん
ぜ

ん
祭
り
』が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
小
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の

参
加
者
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

催
し
物
は
、元
気
な

西
小
太
鼓
で
始
ま
り
、

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド

や
高
陽
中
吹
奏
楽
部
の

楽
し
い
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
綿
菓
子
、ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、子

ど
も
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
に
参
加
す
る
一
方
で
、長
寿
会
の
人
た
ち

と
手
作
り
工
作
で
世
代
間
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

集
会
所
内
に
は
、絵
画・写
真・生
け
花
な
ど
の
自
信
作
が
展
示

さ
れ
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
な
か
が
空
け
ば
、う
ど
ん・お
で
ん・焼
き
そ
ば・焼
き
鳥
な
ど

が
販
売
さ
れ
、一
服
の
お
茶
席
も
あ
り
、楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
全
て
町
内
の
担
当
者
が
汗
だ
く
で

頑
張
っ
た
結
果
で
す
。

　

祭
り
の
終
わ
り
は
抽
選
会
と
も
ち
投
げ
。山
陽
五
丁
目
は
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気
で
祭
り
が
大
好
き
で
す
。

（
五
丁
目
町
内
会
）

このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

『
幼
児
の
た
め
の
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
』

  

― 

赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー 

子
育
て
支
援
事
業 

―

　

赤
磐
弦
楽
愛
奏
会
の
メ
ン
バ
ー
十
人
が
、ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
日
本
の
名
曲

そ
し
て
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ヴ
ィ
オ
ラ
、チ
ェロ
の
弦
楽
器
で
演
奏
し
ま
す
。

【
日
　
時
】一
月
二
十
四
日（
土
）　

午
後
二
時
～
三
時

【
会
　
場
】高
月
公
民
館

【
参
加
費
】無
料

【
申
し
込
み
方
法
】住
所・氏
名・参
加
人
数・子
ど
も
の
年
齢
を
記
入
の
上
、

　

往
復
は
が
き
で
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
め
切
り
】一
月
十
三
日（
火
）

　

た
だ
し
、定
員（
七
十
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
託
児
料
】五
百
円（
一歳
未
満
の
保
育
を
行
い
ま
す
。要
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
９
―
０
８
１
６　

赤
磐
市
下
市
一一五
ノ
二

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎・ＦＡＸ 

（
９
５
５
）５
０
３
１

　

E-m
ail　

akaiw
akodom

o@
trad.ocn.ne.jp

老
い
も
若
き
も
祭
り
が
大
好
き

山
陽
五
丁
目
も
ん
ぜ
ん
祭
り

【
日
　
時
】一
月
二
十
七
日（
火
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

【
場
　
所
】

　

赤
坂
公
民
館
調
理
室

【
参
加
費
】五
百
円

【
参
加
申
込
】

　

一
月
十
三
日（
火
）ま
で
に

　

赤
坂
公
民
館
ま
で

　

☎（
９
５
７
）２
２
１
１

【
主
　
催
】赤
磐
市
女
性
の
会

男
と
女
の
仲
良
し
料
理
教
室（
先
着
二
十
四
人
）



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
赤　坂　支　部

小松菜の炊飯器蒸しパン
骨や歯を丈夫に

　11月16日（日）、赤坂健康管理センタ
ーで行われた公民館祭りに、赤坂支部栄
養委員会も「楽しい食卓作りは、バラン
スのとれた食事から」をテーマに参加し
ました。試食コーナーやコースター、は
し入れ、牛乳パックを利用したはし置き、
小物入れ作り、などの体験コーナー、野
菜や魚の写真のパネルクイズコーナーを
設置。各コーナーともに大勢の人にご参
加いただき、大好評でした。

◆材料
　●ホットケーキミックス…２00㌘
　●卵…２個　●砂糖…大さじ2
　●小松菜…１００㌘　●牛乳…50
　●サラダ油…大さじ2　●甘納豆…50㌘
　　（お好みで、甘納豆をレーズンなどにかえてもOK）

◆作り方
①　小松菜と牛乳をフードプロセッサーまた
　　はミキサーに滑らかになるまでかける。
②　ボウルに卵をときほぐし、砂糖を加え、
　　さらに、①を入れ、そこにホットケーキ
　　ミックスを入れてよく混ぜ合わせ、サラ
　　ダ油を加え、さらに混ぜる。
③　炊飯器の内釜に②を入れ、甘納豆を散
　　らし、炊飯キーを押す。
　　保温に変わったらふたを開け、竹串を刺
　　しても何もついてこなければ、取り出し
　　て、網の上で冷ます。

※竹串をさして生地がついてきたら再度炊飯キーを
押して加熱し、保温になったら同様に確認して取り
出す。
※炊飯器によっては焼けない場合もありますのでご
了承ください。なお、型に入れて蒸し器で15分から
20分程蒸してもおいしくいただけます。

ミリリ
ットル

カロリー：約１２２　／所用時間：約45分
（¹⁄₁₂切れあたり）

キロカ
ロリー
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奉
仕
活
動
の一環
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。チ
ャ
リ
テ
ィ
の
収
益
金
は
、今
後
の
奉
仕
活
動
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
　
時
】三
月
一日（
日
）　

午
前
八
時
～

【
場
　
所
】山
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部（
赤
磐
市
平
山
四
二
八
）

　

☎（
９
５
４
）２
２
１
１

【
会
　
費
】一
万
六
千
円（
参
加
費･

昼
食
代
込
み
）

【
申
込
締
め
切
り
日
】一
月
三
十
一日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

山
本
育
子（
赤
磐
市
岩
田
五
六
ノ
三
）

　

☎（
９
５
５
）１
６
０
０
／
ＦＡＸ（
９
５
５
）３
９
１
５

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
赤
磐

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

【
日
　
時
】一
月
十
一
日（
日
）　

午
後
二
時
～

【
場
　
所
】桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

【
入
場
料
】無
料（
善
意
の
募
金
は
全
額
寄
付
）

【
出
　
演
】

　

○
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　

○
高
陽
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

　

○
桜
が
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

○
吉
井
中
学
校
吹
奏
楽
部　

ほ
か

【
後
　
援
】　

　

○
赤
磐
市　

○
赤
磐
市
教
育
委
員
会　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　

代
表・河
田
賢
太
郎　

☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

第
十
七
回 

山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
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11月
12月

ま ち の わ だ い

夜
光
タ
ス
キ
は
自
分
の
存
在
に

気
づ
い
て
も
ら
う
命
綱

市
交
通
安
全
母
の
会
が
高
齢
者
世
帯
訪
問

　
十
一
月
一
日（
土
）か
ら
十
一
月

三
十
日（
日
）の
一
カ
月
間
、市

交
通
安
全
母
の
会
で
は
、子
育

て
世
代
や
高
齢
者
世
帯
二
百

世
帯
を
訪
問
し
、交
通
安
全

啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
母
の
会
会
員
は
、夜
光
タ
ス

キ
を
直
接
高
齢
者
の
肩
に
か

け
な
が
ら
反
射
材
の
効
果
の

説
明
を
行
い
、交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

香
り
高
い
新
酒
の

　
　
　
ワ
イ
ン
で
乾
杯

第
二
十
回
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り

　
十
一
月
二
十
三
日（
日
）、是
里
農
村
公
園

で
第
二
十
回
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
開
か

れ
、県
内
や
遠
く
京
阪
神
か
ら
の
約
八
百
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
を
囲
む
テ
ン
ト
村
で
は
、山
菜
お
こ

わ
、お
も
ち
や
地
元
の
野
菜
・
竹
細
工
な
ど

の
特
産
品
を
販
売
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、神
戸
サ
ン
バ
シ
ョ
ー
を
は

じ
め
、ツ
ー
ト
ン
青
木
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、

地
元
の
郷
土
芸
能
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、良
質
の
ブ
ド

ウ
か
ら
香
り
高
い
芳
醇
な
ワ
イ
ン
を
皆
さ
ん

に
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う

橋
本
　
恒
子 

さ
ん（
東
窪
田
）

　
十
一
月
二
十
八
日（
金
）、荒
嶋
市
長
ら
が
、

こ
の
日
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
橋
本
さ
ん
の

い
る
山
陽
寿
荘
を
訪
れ
、市
と
県
か
ら
記

念
品
や
花
束
を
贈
り
祝
福
し
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
は
、大
苅
田
で
生
ま
れ
農
家

に
嫁
ぎ
、五
男
二
女
の
子
育
て
と
農
家
の

手
伝
い
に
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　
九
十
歳
ぐ
ら
い
で
骨
折
を
し
、こ
の
と
き

は
医
者
に
か
か
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ま
で
は

と
て
も
元
気
で
ほ
と
ん
ど
医
者
に
か
か
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
長
生
き
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
好
き
嫌
い
な
く
よ
く
食
べ
る
こ
と
」と
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

青
少
年
指
導
で

善
行
表
彰

日
本
善
行
会

　
十
一
月
二
十
一
日（
金
）、長
島
豊

さ
ん（
山
陽
三
丁
目
）が
秋
季
善
行

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
島
さ
ん
は
昭

和
五
十
年
以
来
、

少
年
警
察
協
助
員

と
し
て
地
域
で
の

街
頭
指
導
、少
年

相
談
な
ど
に
取
り

組
み
、青
少
年
の
健

全
育
成
と
非
行
防

止
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
夜
光
反
射
材
の
効
果
を

◀
説
明
す
る
赤
磐
署
員

夜
光
反
射
材
の
効
果
を
実
演

　
十
一
月
十
七
日（
月
）の
夜
、市
役

所
本
庁
駐
車
場
で
赤
磐
警
察
署
員

に
よ
り
夜
光
反
射
材
の
照
射
実
験

が
行
わ
れ
、高
屋
地
区
の
高
齢
者
な

ど
約
五
十
人
が
参
加
。

　
参
加
者
に
、黒
、青
、赤
、黄
、白
の

服
を
着
て
も
ら
い
実
験
し
た
と
こ
ろ
、

下
向
き
の
ラ
イ
ト
か
ら
約
四
十
㍍
離

れ
る
と
黒
と
青
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、

ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
す
る
と
約
百

㍍
離
れ
て
も
五
色
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。夜
光
タ
ス

キ
は
百
㍍
以
上
離
れ
て
も
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が

で
き
、「
夜
光
タ
ス
キ
は
運
転
手
に
早
く
自
分
の
存
在

に
気
づ
い
て
も
ら
う
命
綱
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▶
夜
光
反
射
材
の
重
要
性
を

　
説
明
す
る
母
の
会
会
員

◀
郷
土
芸
能
で
盛
り
上
が
る
会
場

▶
市
長
か
ら
お
祝
い
を
受
け
る
橋
本
さ
ん
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謹
賀
新
年

　

旧
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
、役
立
つ
広
報
づ
く
り
に
努
め
ま

す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
・
丑
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

さ
て
、十
二
年
前
の
平
成
九
年
の
丑
年
は
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

山
陽
町
で
は
、人
口
が
二
万
五
千
人
を
突

破（
現
在
、二
万
五
千
六
百
八
十
一
人
）。赤

坂
町
で
は
、ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
岡
山
工

場
が
操
業
を
開
始
。熊
山
町
の
ト
ス
テ
ム
熊

山
工
場
も
こ
の
年
に
操
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
。熊
山
運
動
公
園
野
球
場
・
格
技
場
が

完
成
。吉
井
町
で
は
、吉
井
特
産
館
・
周
匝
伝

承
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

こ
の
翌
年
の
寅
年
は
、台
風
十
号
の
被
害
を

熊
山
・
吉
井
町
を
は
じ
め
全
域
で
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、つ
い

最
近
の
こ
と
の
よ
う
で
も
あ
り
、ず
い
ぶ
ん

昔
の
こ
と
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。さ
て
、

今
回
の
丑
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

（
え
む・テ
ィ
）

編

集

後

記

熊
山
に
登
っ
た
よ

　
十
一
月
二
十
一
日（
金
）、と
よ
た
保
育
園
と

さ
く
ら
が
丘
保
育
園
の
年
長
児
合
わ
せ
て

四
十
六
人
が
、紅
葉
の
見
ご
ろ
を
迎
え
た
熊

山
に
登
り
ま
し
た
。

　
朝
八
時
過
ぎ
に
熊
山
駅
前
を
出
発
し
、

元
気
に
山
登
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。十
一
時

過
ぎ
に
山
頂
付
近
の
熊
山
遺
跡
に
到
着
し

た
園
児
た
ち
は
、イ
チ
ョ
ウ
の
黄
色
い
じ
ゅ

う
た
ん
に
歓
声
を
あ
げ
、葉
っ
ぱ
を
舞
い
上

げ
た
り
、駆
け
回
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
保
育
園
で
は
年
間
を
通
し
て
年
齢
に
応

じ
た
健
脚
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
年

は
卒
園
前
に
こ
の
熊
山
登
山
を
計
画
し
、熊

山
英
国
庭
園（
約
七
㌔
）へ
の
健
脚
活
動
や

石
蓮
寺
登
山
な
ど
を
経
験
し
な
が
ら
準
備

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い

で
、ほ
か
の
登
山
者
か
ら
も
感
心
の
声
が
あ

が
る
ほ
ど
で
し
た
。

お
め
で
と
う
！

　
　
安
井
さ
ん
兄
弟
が

　
　
　
　
　
矢
野
賞
を
受
賞

　
本
年
度
の「
矢
野
賞
」を
穂
崎
の
安
井
正た
だ
しさ
ん
と

尚ひ
さ
しさ
ん
兄
弟
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
矢
野
賞
と
は
地
域
農
業
の
発
展
に
努
め
る
県
内

の
青
年
農
業
者
に
送
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
安
井
さ
ん
兄
弟
は
、米
ぬ
か
な
ど
の
有
機
肥
料
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、農
薬
と
化
学
肥
料
を
抑
え
た

「
特
別
栽
培
米
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。毎
年
生
産

し
た
米
の
食
味
分
析
を
行
い
、品
質
の
良
い
も
の
だ

け
を
直
売
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、在
庫
管
理

も
徹
底
し
、精
米
後
二
週
間
ま
で
の
も
の
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
た
取
り
組

み
が
、固
定
客
を
含
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
安
井
さ
ん
兄
弟
は
、「
こ
れ
も
一
重
に
お
米
を
買
っ

て
く
だ
さ
る
お
客
様
と
地
域
の
方
々
の
協
力
の
お
か

げ
で
す
。こ
の
受
賞
を
励
み
に
兄
弟
で
力
を
合
わ
せ
、

お
客
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
農
業
を
目
指
し
ま

す
」と
熱
い
思
い
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―

 

高
齢
者
叙
勲

　
十
一
月
五
日（
水
）、桜
が
丘
西
の
田
村
久
志
さ
ん
に
、

十
二
月
四
日（
木
）、沼
田
の
佐
々
木
静
秋
さ
ん
に
そ
れ

ぞ
れ
市
長
か
ら
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。お
二
人
は
元
山
陽
町
議
会
議
員
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▲受賞された安井正さん（左）と尚さん（右）

▶
み
ん
な
で
元
気
に
登
り
ま
し
た

▲田村さん（中央）と奥さん（右）

▶
佐
々
木
さ
ん（
右
）
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■
朱し
ゅ
せ
ん
だ

千
駄
古
墳（
赤
磐
市
穂
崎
）

　
朱
千
駄
古
墳
は
、県
道
二
七
号

を
岡
山
方
面
に
向
か
っ
て
、馬
屋

十
字
路
信
号
の
手
前
左
側
、穂
崎

の
山
す
そ
に
あ
り
ま
す
。

  

本
古
墳
は
国
指
定
史
跡
で
あ
る

両
宮
山
古
墳
の
南
約
六
百
㍍
に

位
置
し
、両
宮
山
古
墳
を
中
心
と

し
て
存
在
す
る
茶
臼
山
古
墳
・
森

山
古
墳
・
廻
り
山
古
墳
・
正し
ょ
う
め
ん
ひ
が
し

免
東

古
墳（
消
滅
）・
小
山
古
墳
な
ど
六

基
あ
る
古
墳
の一つ
で
す
。

　
古
墳
の
形
状
は
、東
に
前
方
部

を
向
け
、東
西
に
主
軸
を
も
つ
全

長
七
十
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

　
平
成
四
年
、古
墳
の
北
端
を
通

る
県
道
馬
屋
瀬
戸
線
拡
幅
工
事

に
伴
い
、古
墳
の
後
円
部
墳
端
部

分
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

の
調
査
に
よ
っ
て
、後
円
部
の
直

径
が
四
十
㍍
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

  

ま
た
、こ
の
と
き
出
土
し
た
円

筒
埴
輪
・
朝あ
さ
が
お
が
た

顔
形
埴
輪
が
五
世
紀

後
半
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
こ
ろ
古
墳
が
築
造
さ
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、埋
葬
施
設
の
本
格
的

な
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
ま
で
、明
治
三
年
ご
ろ
に

こ
の
古
墳
が
盗
掘
さ
れ
た
と
き
、

鏡
、刀
剣
、勾
玉
、管
玉
、小
玉
な

ど
が
出
土
し
、な
か
で
も
朱
が
夥
お
び
た
だ

し
く
、蓆
む
し
ろ

数
枚
分
が
残
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。古
墳
の
名
前
に
つ
い
て

い
る
駄だ

は
馬
に
の
せ
た
荷
物
を
一

駄
、二
駄
と
数
え
る
こ
と
か
ら
朱

が
千
駄（
た
く
さ
ん
の
意
）で
朱

千
駄
古
墳
と
名
付
け
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
古
墳
の
後
円
部
か
ら

は
長な
が
も
ち
が
た
せ
っ
か
ん

持
形
石
棺
が
出
土
し
て
い
ま

す
。朱
千
駄
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た

主ぬ
し
の
石
の
棺ひ
つ
ぎで
す
。

　
こ
の
石
棺
は
、底
石
・
蓋ふ
た
い
し石
・

四
側そ
く
へ
き壁
石
の
計
六
枚
の
板
石
か

ら
な
る
組く
み
あ
わ
せ
し
き

合
式
の
石
棺
で
す
。最

大
長
二
百
五
十
九
㌢
、最
大
幅

九
十
八
㌢
の
非
常
に
大
き
な
重

量
感
の
あ
る
石
棺
で
す
。蓋
石
は

丸
み
の
あ
る
蒲か
ま
ぼ
こ鉾
形
を
し
て
お

り
、全
形
が
長
持
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
長
持
形
石
棺
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。石
材
は
、兵
庫
県

高
砂
市
に
産
出
す
る
竜た
つ
や
ま
い
し

山
石
で

す
。

　
こ
の
種
の
石
棺
は
畿
内
の
大

型
古
墳
お
よ
び
各
地
の
有
力
古

墳
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

誰
が
葬
ら
れ
て
い
る
の
か
大
変
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
副
葬
品
の
う
ち
、鏡
が
二
面
出

土
し
て
い
ま
す
が
、現
在
残
っ
て
い

る
鏡
は
神し
ん
じ
ん人
歌か

ぶ舞
画が

像ぞ
う

鏡き
ょ
うで「
尚

方
作
竟
自
有
紀
　
辟
去
不
羊
宜

古
市
　
上
有
東
王
父
西
王
母
　

今
君
陽
遂
多
　
孫
子
椅
皆
兮
」の

銘
文
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、棺
外
か
ら
蛇だ
こ
う
じ
ょ
う

行
状

鉄
器
が
出
土
し
て
お
り
、こ
の
遺

物
は
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。

  

な
お
、長
持
形
石
棺
は
、現
在
、

岡
山
県
立
博
物
館
の
玄
関
横
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

▲朱千駄古墳（赤磐市穂崎）

▲長持形石棺〈岡山県立博物館蔵〉
（写真提供：岡山県立博物館）

▲神人歌舞画像鏡〈個人蔵〉
（写真提供：岡山県立博物館）


	表紙
	新年のごあいさつ１
	新年のごあいさつ２
	岡山チャレンジ・ワーク１４　１
	岡山チャレンジ・ワーク１４　２
	市政だより
	１月から市民バス運行の一部を変更
	公民館へ行こう
	放課後児童クラブのご案内
	スポーツトピックス
	あなたの　わたしの健康
	ズームアップ図書館
	人
	暮らしのカレンダー１
	暮らしのカレンダー２
	税務課からのお知らせ１
	税務課からのお知らせ２
	情報ＢＯＸ１
	情報ＢＯＸ２
	情報ＢＯＸ３
	情報ＢＯＸ４
	情報ＢＯＸ５
	情報ＢＯＸ６
	読者のページ１
	読者のページ２
	まちのわだい１
	まちのわだい２
	ふるさとの史跡探訪

